















論  文  題  目  
 
ゴマ由来セサミン類の生理機能発現における体内時計の役割解明 
Elucidation of the role of circadian clock on the 





















































第 2章について述べる。高脂肪食 (HFD) 負荷モデルラットを用い、SEのコレステ
ロール代謝と中性脂肪代謝を正常化させるのに投与時間が影響するか否かを検証した。





制御下にあるが、SE の朝投与は肝臓 Srebp2 を遺伝子発現レベルで、また、SREBP2
をタンパクの機能レベルで抑制することで、コレステロール代謝経路を調節しているも


















されていない。そこで、PER2::LUC ノックインマウスを用いた in vivoおよびこのマ
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